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第８回あおぞら大賞の受賞者の決定について

このたび、第８回あおぞら大賞（兵庫県大気環境保全連絡協議会会長表彰）の受賞者を決定しましたのでお知らせします。

兵庫県大気環境保全連絡協議会（会長：井戸 敏三 兵庫県知事）は、県民の模範となるべき大気環境保全の推進に関して功績が顕著な団体又は個人を表彰する「第８回あおぞら大賞」の授与式を下記のとおり実施します。
記

１  受賞者（五十音順）

（１）EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps13 \o\ad(\s\up 12(いなみちょう),稲美町)　

　　　 代表者　町長  EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps13 \o\ad(\s\up 12(ふるたに),古谷)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps13 \o\ad(\s\up 12(ひろし),博)
（２）EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps13 \o\ad(\s\up 12(かんきょう),環境)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps13 \o\ad(\s\up 12(かんが),考)えるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps13 \o\ad(\s\up 12(かい),会)“ゆりのき”
　　　 代表者　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps13 \o\ad(\s\up 12(おおつき),大槻)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps13 \o\ad(\s\up 12(しんや),伸也)
（３）EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps13 \o\ad(\s\up 12(ひょうご),兵庫)パルプEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps13 \o\ad(\s\up 12(こうぎょう),工業)株式会社
　　　 代表者　代表取締役社長　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps13 \o\ad(\s\up 12(いがわ),井川)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps13 \o\ad(\s\up 12(ゆうじ),雄治)
（４）株式会社フェリシモ
　　　 代表者　代表取締役社長　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps13 \o\ad(\s\up 12(やざき),矢崎)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps13 \o\ad(\s\up 12(かずひこ),和彦)
２  表彰式

（１）日時  平成１９年  ７月　２日（月）午後 １時３０分～

（２）場所  兵庫県中央労働センター　大ホール（神戸市中央区下山手通6丁目3-28）

第８回あおぞら大賞受賞団体
● 稲美町

　平成15年に「稲美町新エネルギービジョン」を策定し、地域住民の参画のもと、総合的・計画的な環境政策を推進。特に、地球温暖化問題、エネルギー問題、地域振興などの視点から、「バイオマス」に着目し、積極的な取り組みを実施している。

　「稲美町バイオマスフォーラム２００６」を皮切りに、市民レベルの「いなみバイオマス研究会」の設立及び月に１回程度の研究会を開催している。

　また、農林水産部の「バイオマスエネルギー資源作物栽培実証設置委託事業」の委託を受け、事業を推進している。

　官民一体となり、農業・商工業を巻き込んだ本事業は、行政だけでは出来ない、民間のアイデア活用した、幅広い分野での活動である。
● 環境を考える会“ゆりのき”

　当該団体は、学術的研究や実践的活動を通じて自分達の視点で環境問題を考えていく学生達のグループであり、活動の一環として、夏休みに家族で資源の大切さや地球温暖化防止の大切さを考えてもらうことを目的として、兵庫県中播磨県民局と共同で、子供向け環境家計簿を平成15年から毎年継続して作成している。

● 兵庫パルプ工業株式会社
　パルプ製造時に発生する黒液を燃料として利用し、工場の電力を全て賄うとともに余剰電力を電力会社へ販売するとともに、パルプ材に適さず産業廃棄物として焼却処分されていた建設廃材、家屋解体等の木くずを購入し、バイオマスエネルギーの燃料として有効利用し、電力を生産、販売するなど、廃棄物のゼロエミッション化に取り組んでいる。

　当該団体の取り組みは、県下でも先導的にバイオマスを利活用している優良な事例として平成１７年度「ひょうごバイオマスecoモデル」に登録されている。
● 株式会社フェリシモ
　主に通信販売を行っている企業で、永続的発展的なしあわせ社会を創造することを企業理念に、さまざまな環境保全活動に取り組む。

　各事業所において廃棄物や紙資源の使用量削減、省エネルギー化の推進などに取り組むとともに、自社ビルにおいては、棟内雨水利用設備や屋上太陽光パネルの設置、深夜の電気を利用した効率的なエネルギー利用、壁面や屋上の緑化等、様々な環境配慮を行っている。

　輸送部門においては、「モーダルシフト」の考え方に基づき、1998年から長距離幹線輸送の見直しを開始。2003年には、神戸から500㎞以上の輸送地域すべてにおいて鉄道や船などを利用した大量輸送機関への切り換えを完了したほか、効果の見込まれる地域においても順次切り換えを進めている。また、関連の各運送会社にも、低公害車の導入や、配達時のアイドリングストップなど、環境に配慮した配送を呼びかけている。
[過去の受賞団体]
	第７回あおぞら大賞受賞団体

・伊丹環境ネットワーク

・環境ネット出石

・篠山市地球温暖化防止活動推進連絡会

・氷上郡自動車車検センター協同組合

第６回あおぞら大賞受賞団体

・金田運輸株式会社

・豊岡環境衛生推進協議会

・ネスレマニュファクチャリング株式会社姫路工場

第５回あおぞら大賞受賞団体

・株式会社神戸製鋼所加古川製鉄所

・清滝緑の少年団

・緑の環境クラブ

第４回あおぞら大賞受賞団体

・川西自然教室

・関西電力㈱姫路第一発電所

・子午線ケナフの会

・ＮＰＯ法人ひょうごエコ市民ネットワーク

・姫路市立青山小学校


	第３回あおぞら大賞表彰団体

・淡路女性団体連絡会

・㈱摂津

・㈱丸三レンタ・リース

・環境２１の会

・キリンビール㈱神戸工場

第２回あおぞら大賞表彰団体

・アサヒビール㈱西宮工場

・かさい夢っこクラブ

・㈱神戸製鋼所高砂製作所

・㈱ダイエー・ロジスティクス・システムズ神戸流通センター
・（社）姫路青年会議所

・ふるさと香住塾

第１回あおぞら大賞表彰団体

・明石魚住ライオンズクラブ、浜西高年クラブ

・伊丹市

・大阪ガス㈱姫路製造所

・加古川市環境保全研究会

・㈱コープムービング


◆ あおぞら大賞について
 平成１２年度に創設し、毎年１回表彰を実施し、今回は第８回目である。

◆ 兵庫県大気環境保全連絡協議会について　（平成４年６月２日設立  会長：井戸 敏三 兵庫県知事）
大気環境の保全を図るため、県民、事業者、行政が一体となり実践活動をしている団体
（会員数 ５２５会員）

（１）主な活動内容

①普及啓発：アイドリングストップ推進県民運動など

②情報交換：講演会の開催など

③支    援：各種の環境事業活動への支援

④そ の 他：機関誌「あおぞら」の発行（年２回）、ひょうごエコフェスティバルへの参加等

（２）表彰式当日、同協議会の定期総会及び記念講演が行われます。

①日時：平成１９年７月２日（月）13:30～16:00

②場所：兵庫県中央労働センター　大ホール（神戸市中央区下山手通6丁目3-28）

③次第：・議事（事業報告、決算、事業計画、予算など）

　　　　・記念講演（14:40～16:00）
『低炭素社会にむけて何ができるか』

　講師　独立行政法人国立環境研究所　参与  西岡 秀三　氏

 西岡　秀三（にしおか　しゅうぞう）氏　プロフィール

東京大学大学院数物系研究科博士課程修了、工学博士。旭化成工業を経て国立環境研究所勤務、東京工業大学教授、慶應義塾大学教授、IGES気候政策プロジェクトリーダー、国立環境研究所理事を経て現職。専門は環境システム学、環境政策学、地球環境学。1988年より2007年IPCC部会第２部会副議長、章担当主執筆者など温暖化の科学・影響評価・対応政策研究に従事。2004年から200８年にかけては、環境省地球環境研究計画「2050年温室効果ガス削減シナリオ研究」のリーダーを務める。
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